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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２２Ｆカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】繊維関連製品群に関するマーケテ 微分方程式の解法とベクトル解析を十分に習得し、工学分野に
ィング情報の収集能力や情報分析能力 おける諸現象の解析ができるようになる。

⇔

２６Fカリ･先進感性･先進繊ｺｰｽ, ２５Fカリ･先進感性･先進繊ｺｰｽ, ２４Fカリ･先進感性･先進繊ｺｰｽ, ２３Ｆカリ･先進感性･先進繊ｺｰｽ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】繊維・感性工学に関する知識を基 微分方程式の解法とベクトル解析を十分に習得し、モノ作りを
に、モノ作りを実施できる能力 始めとする工学分野に応用できるようになる。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 線形代数においてはベクトルの微分・積分の計算とその応用、微分・積分においては微分方程式の解法
が主な内容となる。その他に、発散定理やストークスの定理などの積分定理関する項目も学ぶ。授業の
進め方は、教科書の1～2セクションを1回の分量とし、最初に定理・法則などを説明し、関連した例題を
示す。その後で、1～2題程度の演習（小テスト）を行ない、最後に模範解答を示す。授業を通して、内
容の理解だけでなく、計算能力の確立も大きな目標である。

(5)授業計画 この授業は1コマ100分で実施する。
第1回：　ベクトル関数と微分
第2回：　線積分
第3回：　面積分
第4回：　微分方程式
第5回：　微分方程式の解法（1）
第6回：　微分方程式の解法（2）
第7回：　2階常微分方程式
第8回：　2階常微分方程式の解法
第9回：　ベクトル場とスカラー場
第10回：　スカラー場の勾配
第11回：　ベクトル場の発散
第12回：　ベクトル場の回転
第13回：　ラプラシアン
第14回：　積分定理、授業アンケート

(6)成績評価の方
法

毎回の小テスト（2点×14回）、期末試験（70点）の合計点の得点率によって評価する。

(7)成績評価の基
準

毎回の小テスト（2点×14回）、期末試験（70点）の合計点の得点率によって評価する。得点率が、90％
以上であれば卓越していると言え、80％以上であれば、かなり上にあると言え、70％以上であれば、や
や上にあると言え、60％以上であれば習得と見なして良い水準にあると言える。

(8)事前事後学習
の内容

次回の範囲についても予告するので、事前に予習しておくこと。なお、この授業は90 時間の学修を必要
とする内容である。したがって、60 時間以上の時間外学習が必要である。

(9)履修上の注意 数学は積み重ねが大切な学問であるため、授業の予習・復習を怠らないこと。また、1年次の線形代数学
および微分積分学の内容について理解が不十分な場合は、十分に復習を行なっておくこと。

(10)質問,相談へ
の対応

授業中および授業後に対応する。
また、電子メール：horiba（アット）shinshu-u.ac.jpでも対応する。

(11)学生へのメッ
セージ

(12)その他

【教科書】 大学初年級でマスターしたい物理と工学のベーシック数学、河辺哲次、裳華房、2700円(税抜)

【参考書】


